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か
ら
二
十
五
大
学
、
十
二
短

大
、
五
十
四
専
門
学
校
が
参
加

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

  

会
場
に
は
、
各
高
校
ご
と
に

大
型
バ
ス
で
高
校
生
が
訪
れ
、

合
計
約
三
千
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

質
問
を
し
た
い
大
学
や
短
大
、

専
門
学
校
の
ブ
ー
ス
で
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

本
学
も
大
学
と
短
大
の
二

つ
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
吉
田
貞

介
美
術
文
化
学
部
長
代
理
ら

十
一
人
の
先
生
方
が
、
訪
れ
た

高
校
生
に
学
部
の
内
容
や
取

得
出
来
る
資
格
な
ど
の
ほ
か
、

学
生
を
支
援
す
る
各
種
制
度

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

専
門
学
校
が
広
い
ブ
ー
ス

を
確
保
し
て
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
や

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
な
ど
の
実
演

を
行
い
、
「
遊
び
感
覚
」
の
女

子
高
校
生
の
人
気
を
集
め
て

い
た
の
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

リ
ク
ル
ー
ト
社
主
催
の
「
進

学
わ
く
わ
く
ラ
イ
ブ
２
０
０

３
金
沢
」
は
七
月
五
日
、
石
川 

石
川
県
立
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
が
主
管
す
る
平
成
十
五

年
度
の
石
川
県
民
大
学
校
能

力
開
発
コ
ー
ス
と
し
て
、
金
沢

学
院
大
学
と
金
沢
学
院
短
期

大
学
で
行
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ラ
イ
フ
講
座
「
知
的
に
潤
う

こ
と
の
す
す
め
」
は
七
月
五

日
、
二
十
六
人
の
県
民
を
迎
え

て
開
講
式
を
行
い
、
講
義
に
入

り
ま
し
た
。 

 

初
回
は
学
院
大
の
石
川
温

助
教
授
が
「
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の

挑
戦
―
不
可
視
の
世
界
へ
の

挑
戦
①
―
」
、
学
院
短
大
の
野

村
孝
弘
教
授
が
「
が
ん
の
分
子

生
物
学
―
不
可
視
の
世
界
へ

の
挑
戦
②
―
」
と
題
し
て
、
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
生
ら

は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
、
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ

講
座
は
十
一
月
二
十
九
日
ま

で
、
全
二
十
二
回
開
か
れ
ま

す
。
途
中
か
ら
の
受
講
も
可
能

で
す
。
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込

み
は
本
学
事
務
局
【
〇
七
六

（
二
二
九
）
八
九
四
七
）
か
、

県
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
【
〇
七

県
産
業
展
示
館
四
号
館
で
、
金

沢
学
院
大
学
、
金
沢
学
院
短
期

大
学
な
ど
北
陸
、
中
部
、
近
畿 

 

 

高校生に説明する学院大のブース

高校生に説明する学院短大ブース 

進
学
わ
く
わ
く
ラ
イ
ブ
２
０
０
３
金
沢

学
院
大
・
短
大
を
盛
ん
に
Ｐ
Ｒ 

県産業展示館

地域に開き、ともに学ぶ 
本
学
で
県
民
大
学
校
が
開
講 

 

金沢学院大・短大

１１月まで２２講座 

六
（
二
二
三
）
九
五
七
二
】
ま
で
。 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ･

ユ
ネ
ス
コ 

本
学
で
フ
ォ
ー
ラ
ム 

小
山
内
氏
が
講
演

石
川
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
青

年
部
の
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
ユ
ネ
ス

コ
特
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
開
発

途
上
国
で
の
活
動
と
若
者
た

ち
～
」
は
七
月
五
、
六
の
両
日
、

金
沢
学
院
大
な
ど
で
開
か
れ
、

学
生
や
県
民
ら
約
百
二
十
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
国

際
交
流
の
あ
り
方
や
意
義
を

考
え
ま
し
た
。 

本
学
講
堂
で
行
わ
れ
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
基
調
講
演
で
は
、

「
三
年
Ｂ
組 

金
八
先
生
」
の

脚
本
家
で
も
あ
り
、
「
Ｊ
Ｈ

Ｐ
・
学
校
を
作
る
会
」
代
表
を

務
め
る
小
山
内
美
江
子
氏
が

「
共
に
生
き
る
２
１
世
紀
」
と

題
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
学

校
建
設
活
動
を
紹
介
し
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
日
本
人
の
学
生
や
若
者
の

意
識
の
変
化
、
豊
か
さ
の
真
の

意
味
、
現
地
の
人
た
ち
と
の
触

れ
合
い
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
同
協
会
青
年
部
や 

学
校
を
作
る
会
、
県
青
年
海
外

協
力
隊
Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン
バ
ー

ら
が
事
例
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
六
日
は
、
県
青
少
年
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

県民を迎えて講義を行う石川助教授 

基調講演する小山内氏 


